
保護者等向け 放課後等デイサービス評価表

公表 日： 2026年04月01日

事業所名：こども発達支援 ＡＳＯ－ＶＩＶＡ 対象人数（保護者）23人 回答者数 18人 回収 78.3%

チェック項目 はい

どちら
とも
いえな
い

いいえ
わから
ない

ご意見 ご意見を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

1
こどもの活動等のスペースが
十分に確保されていると思い
ますか。

15 2 1

こども家庭庁に定められて
いるスペース以上を有して
おりますが大きな施設では
ないので広く使えるように
工夫しております。

2
職員の配置数は適切であると
思いますか。

18
常勤職員5名、非常勤職員
３名が在籍し、日々の療育
支援を行っております。

3

生活空間は、こどもにわかり
やすく構造化された環境
（※1）になっていると思い
ますか。また、事業所の設備
等は、障害特性に応じて、バ
リアフリー化や情報伝達等へ
の配慮が適切になされている
と思いますか。

16 1 1

各部屋の入口にピクトグラ
ムを用いたプレートを設置
し、視覚的に分かり易い工
夫をさせて頂いております。

4

生活空間は、清潔で、心地よ
く過ごせる環境になっている
と思いますか。また、こども
達の活動に合わせた空間と
なっていると思いますか。

18

施設の消毒、アルコールで
の手指消毒をはじめとする
感染対策や日々の整理整頓
等行っております。

適
切
な
支
援
の
提
供

5

こどものことを十分に理解し、
こどもの特性等に応じた専門
性のある支援が受けられてい
ると思いますか。

18

当事業所はより良い支援の
ために有資格者のみを正規
雇用しておりますが、子供
の特性や発達段階について
職員間で共通理解を図り一
人ひとりに応じた専門的な
しえんを提供できるよう支
援しております。

6

事業所が公表している支援プ
ログラム（※2）は、事業所
の提供する支援内容と合って
いると思いますか。

18

公表している支援プログラ
ムに基づき支援内容との整
合性を意識しながら適切な
支援の提供を行っておりま
す。

7

こどものことを十分理解し、
こどもと保護者のニーズや課
題が客観的に分析された上で、
放課後等デイサービス計画
（個別支援計画）（※3）が
作成されていると思いますか。

18

今後も児童ひとりひとりの
特性と課題をしっかり評価
し、保護者様を始め関係機
関と連携をとりながら計画
立案をおこなって参ります。

8

放課後等デイサービス計画に
は、放課後等デイサービスガ
イドラインの「放課後等デイ
サービスの提供すべき支援」
の「本人支援」、「家族支
援」、「移行支援」で示す支
援内容からこどもの支援に必
要な項目が適切に設定され、
その上で、具体的な支援内容
が設定されていると思います
か。

18

ガイドラインに沿った支援
をおこなっております。
ガイドラインは保護者様に
は馴染みのない物だと思い
ますので周知の意味も込め
ましてURLを添付いたしま
す。
興味がある方はぜひお時間
ある時に当事業所の個別支
援計画と照らし合わせご覧
ください。
［https://www.cfa.go.jp/ass
ets/contents/node/basic_

page/field_ref_resources/2

53aba4f-3ce0-4aa1-a777-

3d42440f1ca2/948b7b17/2

0240712_policies_shoug

aijishien_shisaku_hoshukai

tei_118.pdf］（放課後等
デイサービス）
［https://www.cfa.go.jp/ass
ets/contents/node/basic_

page/field_ref_resources/0f

f6d844-e785-416a-

9bbc194938099218/58329

2ad/20240709_councils_sh

ing

ikai_shougaiji_shien_0ff6d

844_04.pdf］（児童発達支
援）

9
放課後等デイサービス計画に
沿った支援が行われていると
思いますか。

18

個別支援計画に沿って支援
を実施し、定期的な振り返
りや見直しを行いながら継
続的に質の向上に努めてお
ります。

10

事業所の活動プログラム
（※4）が固定化されないよ
う工夫されていると思います
か。

17 1

活動内容が固定化しないよ
う、子どもの興味関心や発
達状況に応じてプログラム
を工夫し、柔軟な支援を提
供しております。

11
放課後児童クラブや児童館と
の交流や、地域の他のこども
と活動する機会がありますか。

3 3 4 8

取り組みとして地域との交
流は積極的に出来ておりま
せんが近隣の公園へ戸外活
動で出かけた際に地域の方
や児童との関わりがあり、
この問での地域交流とは少
し逸脱しているかも知れま
せんが地域の児童と公園で
遊んだりする機会もありま
す。

保
護
者
へ
の
説
明
等

12

事業所を利用する際に、運営
規程、支援プログラム、利用
者負担等について丁寧な説明
がありましたか。

18
ご見学、ご契約の時に重要
事項説明書を用いてご説明
を行っております。

13
「放課後等デイサービス計
画」を示しながら、支援内容
の説明がなされましたか。

18

個別支援計画書やモニタリ
ング表の新規又は更新時に
対面でご説明させて頂いて
おります。

14

事業所では、家族に対して家
族支援プログラム(ペアレン
ト・トレーニング（※5）等)
や家族等も参加できる研修会
や情報提供の機会等が行われ
ていますか。

3 4 6 5

ペアレントトレーニングは
関心があり、事業所でなく
とも参加したい希望はあり
ます。
事業所で受けられるなら参
加したいです。

ご意見ありがとうございま
す。
ペアレントトレーニングに
関しましては現状施設での
開催予定はありませんが、
お子様・保護者様を含めた
レクリエーション体験会な
どの開催を検討しておりま
す。

15

日頃からこどもの状況を保護
者と伝え合い、こどもの健康
や発達の状況について共通理
解ができていると思いますか。

18

学校からの申し送りや当事
業所でのお子様の一日の様
子など口頭と連絡アプリで
共有するようにしておりま
す。
また病変時も直ぐに気付け
るように児童の様子をしっ
かり観察し急な発熱や情緒
不安定や不穏の場合に保護
者様にご連絡対応をさせて
頂いております。

16
定期的に、面談や子育てに関
する助言等の支援が行われて
いますか。

17 1
ご要望に応じ、対応させて
いただきます。

17
事業所の職員から共感的に支
援をされていると思いますか。

18

大事なお子様をお預かりさ
せて頂いておりますので児
童、ご家族様問わず出来る
だけ近い距離で関われるよ
うに心掛けております。

18

父母の会の活動の支援や、保
護者会等の開催等により、保
護者同士の交流の機会が設け
られるなど、家族への支援が
されているか。また、きょう
だい向けのイベントの開催等
により、きょうだい同士の交
流の機会が設けられるなど、
きょうだいへの支援がされて
いますか。

3 4 6 5

保護者同士の交流や情報共
有の機会、きょうだい児支
援に関して現時点では十分
な実施には至っておりませ
んが、問１４と同様に体験
会の開催などで交流の機会
を設けていきたいと考えて
おります。

19

こどもや家族からの相談や申
入れについて、対応の体制が
整備されているとともに、こ
どもや保護者に対してそのよ
うな場があることについて周
知・説明され、相談や申入れ
をした際に迅速かつ適切に対
応されていますか。

15 3

問17と同様に大事なお子様
をお預かりさせて頂いてお
りますので困り事へは迅速
な対応が出来るように心掛
けております。

20
こどもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のための配慮が
なされていると思いますか。

18

時間外であっても電話対応
や連絡アプリ、SMS、LINE
等で対応させて頂いており
ます。

21

定期的に通信やホームペー
ジ・SNS等で、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情報や
業務に関する自己評価の結果
をこどもや保護者に対して発
信されていますか。

17 1

インスタグラムやホーム
ページを活用し事業所の取
り組みについて情報発信を
行っております。

22
個人情報の取扱いに十分に留
意されていると思いますか。

17 1
個人情報保護法に基づき十
分に気を付けております。

非
常
時
等
の
対
応

23

事業所では、事故防止マニュ
アル、緊急時対応マニュアル、
防犯マニュアル、感染症対応
マニュアル等が策定され、保
護者に周知・説明されていま
すか。また、発生を想定した
訓練が実施されていますか。

13 1 4

ガイドラインに則り、各種
マニュアルの策定をしてお
りますが保護者様へ向けた
積極的な周知は出来ており
ません。
ご要望に応じ、対応させて
いただきます。

24

事業所では、非常災害の発生
に備え、定期的に避難、救出
その他必要な訓練が行われて
いますか。

14 1 3

年に二回避難訓練を実施し
ております。
またその中の一回は、防災
センターへ行き地震・火
災・水害・台風の体験をし
ております。

事業所より、こどもの安全を
確保するための計画について
周知される等、安全の確保が
十分に行われた上で支援が行
われていると思いますか。

16 2

怪我や事故だけでなく病変
時も帰り送迎時ではなく起
こった時点で状況報告のご
連絡をさせて頂いておりま
す。

事故等（怪我等を含む。）が
発生した際に、事業所から速
やかな連絡や事故が発生した
際の状況等について説明がさ
れていると思いますか。

17 1
25

満
足
度

18

お子様が安心して過ごせる
環境つくりを重視し、一人
ひとりの個性や特性に配慮
しながら支援を行っており
ます。また引き続き信頼関
係の構築に努めてまいりま
す。

13 5

ご意見ありがとうございま
す。自立心の芽生えにより
放課後の過ごし方について
お子様の意思が明確になっ
てきていることは、成長の
一環として捉えております。
また、行き渋りもあるとい
うことで事業所での活動が
安心感や楽しさにつながる
よう支援内容の工夫を図る
とともにご家族様とも連携
しながら最適な過ごし方を
検討していきたいと考えて
おります。

18

「本人にわかりやすく構造化された環境」とは、こども本人がこの部屋で何をするのかがわかりやすいよう、机や本棚の

「支援プログラム」とは、事業所における総合的な支援の推進と事業所が提供する支援の見える化を図るため、事業所で

「放課後等デイサービス計画（個別支援計画）」は、放課後等デイサービスを利用する個々のこどもについて、その有す

「活動プログラム」は、事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のことです。こどもの発達

「ペアレント・トレーニング」は、保護者がこどもの障害の特性やその特性を踏まえたこどもへの関わり方を学ぶことに
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